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高齢者にとってのペットは、家族やそ
のパートナーとして、生活に潤いと安
らぎを与えてくれ、日々の生きがいに
つながるなど、その存在は大きいもの
です。



一方で、飼い主には、そのペットが命
を終えるまで適切に飼う「終生飼養」
の責任もあります。



① ペットを飼っている高齢者が急に入院することに
なって、ペットの面倒をみることが出来ないといった
相談が増えています
ア 一時的な預け先を確保しておきましょう
 家族、親族
 知人、友人、地域の方
 ペットホテル、ペットシッター

 預けるための準備をしましょう
（ワクチン接種、しつけ、フード、
生活用品、衛生用品、ケージ）

 預け先までの移動手段も検討して
おきましょう



① ペットを飼っている高齢者が急に入院することに
なって、ペットの面倒をみることが出来ないといった
相談が増えています

イ ペットを飼うことが体力的、経済的に難しい場合
には、新たな飼い主にゆだねることも考えましょう

 家族、親族
 友人、知人
 新聞、里親募集サイト等の掲載
 老犬、老猫ホーム



 ペットの数を増やさないようにしましょう
（犬や猫の）不妊去勢手術をしましょう
ペットは自分で繁殖をコントロールできません

 かかりつけの動物病院を決めて、
定期的に健康診断を受けましょう

 日頃からペットのしつけをして
おきましょう

 猫は屋内で飼いましょう
 犬は逃げ出さないように注意

しましょう

② ペットを適正に飼うために、以下の点に留意しま
しょう



困ったことになる前に！

いざという時に備えて、早め早めの対策が必要です。



ご利用者の犬猫の飼育において、気になることがある

□ 複数頭飼育しているが、
不妊去勢手術をしていない

□ 仔犬、仔猫が生まれている
□ 犬猫の臭いや鳴き声で、ご近所とトラブルに

なっている

上記の状況をみかけましら、
区役所衛生課にご相談を！！



ご相談先窓口


